
市報 琶躍1疑

発得〆十圏購菊役所〒948新潟県十圏購南干歳購3丁國3番地下ELO257－5匹3鮒

　　　　　　　　　　　　編集／総務課文書広報係（笛周25日発行）

・
疑
　
　
　
　
　
’
欝
　
　
　
　
　

馨
F
灘
‘

イラストレーション
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春木山

一間ほどに成長した「なら」や「くぬぎ」が生茂る雑

木林をボイ由と呼ぶ。ボイとは地炉でたく燃料のことで

ある。残雪を踏み分けてボイ山に入りなたを使って切り

倒し、束ねてニユウに積む。この作業を春木山といい、

これが終わると春の農作業も最盛期を迎える。夏を越し

たボイは9月から10月にかけて各家庭に売られていた力乳

昭和30年ころを境に、その座を石油やプロパンガスに取

ってかわられた。

4月の土曜閉庁は、11日と25日です。
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調
査
結
果
の
説
明

　
新
潟
県
を
除
い
て
、
住
所
別
に
み
る

と
第
一
位
は
東
京
都
で
全
体
の
三
七
・

六
％
（
八
百
十
七
人
）
を
占
め
、
次
い

で
神
奈
川
県
の
一
三
二
％
（
二
百
八

十
五
人
）
埼
玉
県
の
一
二
・
五
％
（
二

百
七
十
一
人
）
で
、
全
体
の
六
三
・
二

％
が
関
東
圏
で
し
た
。

醗
あ
な
た
の
性
別
は

　
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
一
二
・
六

％
、
女
性
二
六
・
八
％
で
女
性
が
五
・

二
％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
時
的
に
県
外
就
職
を
望
ん
で
い
る
が
、

あ
る
程
度
の
年
齢
に
達
す
る
と
「
郷
里

へ
帰
り
た
い
」
と
い
う
願
望
が
強
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

醗
あ
な
た
の
年
齢
は

　
年
齢
別
に
み
て
み
る
と
、
二
十
五
歳

　
U
タ
ー
ン
就
職
を
進
め
る
た
め
に
行
っ
た
「
∪
タ
ー
ン
調
査
（
個
人
用
）
」
の
結
果
が
、

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
U
タ
ー
ン
促
進
協
議
会
（
市
・

公
共
職
業
安
定
所
・
商
工
会
議
所
）
が
、
市
外
に
出
て
い
る
多
く
の
若
者
か
ら
帰
っ
て
来

て
も
ら
い
た
い
、
人
手
不
足
の
解
消
を
図
り
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
昨
年
の
調
査
（
家

庭
用
）
を
も
と
に
市
外
に
出
て
い
る
二
千
百
七
十
三
人
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

以
下
が
全
体
の
五
四
・
八
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
中
学
・
高
校
・

専
門
学
校
・
大
学
等
を
卒
業
し
て
、
社

会
経
験
が
浅
く
、
「
U
タ
ー
ン
就
職
に
つ

い
て
」
の
関
心
度
が
高
い
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

圏
あ
な
た
の
続
柄
は

　
続
柄
で
は
、
圧
倒
的
に
長
男
・
長
女

が
多
く
六
〇
・
八
％
（
三
百
十
二
人
）

を
占
め
、
高
い
回
収
率
で
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
現
在
県
外
に
住
ん
で
い
て

も
常
に
郷
里
（
後
継
ぎ
）
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

騒
あ
な
た
の
職
業
は

　
現
在
の
職
業
は
、
「
専
門
技
術
」
が
一

九
・
三
％
（
九
十
九
人
）
次
い
で
「
サ

ー
ビ
ス
」
が
一
二
・
九
％
（
六
十
六
人
）

事
務
職
一
二
・
三
％
（
六
十
三
人
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
専
門
技

術
面
の
職
に
就
い
て
い
る
割
合
が
二
〇
・

六
％
（
六
十
人
）
で
最
も
高
く
、
次
い

で
「
サ
ー
ビ
ス
」
「
販
売
」
ど
な
っ
て
い

ま
す
。
女
性
は
や
は
り
「
事
務
職
」
が

一
九
・
八
％
（
四
十
四
人
）
と
高
く
、

次
い
で
「
専
門
技
術
」
が
一
七
・
六
％

（
三
十
九
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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勲
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專
歪

販売
7．4％

調査の概要
1．調査対象者

2，173人（男：1，346人、女：827人）

　12，554世帯（平成3年7月1日現

在）を対象に調査した結果、市外在

住の2，173人を対象とした。

2．調査期間

平成3年10月8田㈹～11月11日（月）

3．調査方法

郵送

4．調査票の回収状況と構成

　・回答数

　513人（男：2◎1人、女：222人）

　・圃答率

　23．6％

体

その飽

46．4％

指
し
た
高
学
歴
の
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

全

鍔中
臥

体

高校卒

42．㊥％

体

全

卒
％

学
湘

犬
弼

短大卒＼
9．0％

＼
　專門校卒

　23．4％

全

既婚
23。O％

独　身

77．0％

理
％

管
L

醗
あ
な
た
の
最
終
学
歴
は

　
高
校
卒
業
が
全
体
の
四
二
・
九
％
（
二

百
二
十
人
）
を
占
め
、
次
い
で
専
門
学

校
が
二
三
・
四
％
（
百
二
十
人
）
大
学

卒
一
八
・
九
％
（
九
十
七
人
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
専
門
学
校
・
短

大
卒
業
以
上
が
全
体
の
五
一
・
三
％
と

過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
専
門
職
を
目

醗
鵬
擁
噸
で
募

　
こ
の
結
果
、
独
身
者
が
七
七
％
（
三

百
九
十
五
人
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の

大
半
が
U
タ
ー
ン
を
望
ん
で
い
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
都
会

で
の
生
活
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
現
わ

れ
で
、
郷
里
へ
の
あ
こ
が
れ
が
う
か
が

え
ま
す
。

翻
のふ
墓
跨
簾
毅
飛

　
一
年
以
上
と
答
え
た
人
が
男
女
と
も

九
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
あ
な
た
は
将
釆
ふ
る
さ
と

翻
職
の
∪
タ
ー
ン
薯
え
て

　
　
　
し
ま
す
か

　
U
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
人
が
、
全

体
の
四
四
・
四
％
（
二
百
二
十
八
人
）

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
男
女

別
で
み
た
場
合
に
男
性
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

2



体

考えている

44。4％

全

わからない

30．0％

考えていない

＼25．6％

醗
別
窟
襲
嚢
嚇
．

▼
お
お
む
ね
何
年
後
く
ら
い
に
U
タ
ー

ン
を
考
え
て
い
ま
す
か

　
今
後
、
二
年
以
内
に
U
タ
ー
ン
を
考

え
て
い
る
人
が
、
全
体
の
五
四
・
三
％

（
百
二
十
六
人
）
と
過
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
年
齢
別
に
み
た

場
合
に
二
十
五
歳
以
下
が
七
三
・
八
％

（
九
十
三
人
）
と
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
県
外
で
の
就

職
を
五
、
六
年
経
験
し
た
後
、
U
タ
ー

ン
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

翻
強
す
る
職
種
は
何
で

　
専
門
技
術
二
〇
・
六
％
（
四
十
七
人
）
、

事
務
職
一
二
・
三
％
（
二
十
八
人
）
、
医

療
一
一
・
八
％
（
二
十
七
人
）
で
、
全

体
の
四
四
・
七
％
を
占
み
て
お
り
、
勉

4130．1％人
4
0 希望する職種は何ですか
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強
し
て
き
た
こ
と
、
経
験
し
て
き
た
技

能
を
生
か
せ
る
職
種
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
製
造
業
に
お
い
て
は
三
・

一
％
（
七
人
）
と
非
常
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
希
望
職
種
に
お
い
て
は
、

年
齢
面
で
の
大
き
な
差
は
な
い
よ
う
に

　
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
　
　
　
　
∪
タ
ー
ン
求
職
で
最

情
報
処
理
騨
優
先
す
る
点
（
一
つ
）

福
祉
　
　
　
は
何
で
す
か

販
　
売
　
　
経
験
を
生
か
せ
る
職
業
三
九
・
○

製
造
業
　
％
（
八
十
九
人
）
、
賃
金
二
五
・
四
％

医
　
療
　
　
（
五
十
八
人
）
、
将
来
性
一
五
・
四
％

建
設
業
　
　
（
三
十
五
人
）
で
、
全
体
の
七
九
．

　
　
　
　
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休

サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
日
休
暇
一
〇
・
一
％
を
希
望
し
て
い

事
　
務

　
　
　
　
る
の
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

専
閂
技
術
　
　
　
「
U
タ
ー
ン
就
職
」
に
は
、
最
も

公
務
眉
重
要
な
項
目
で
あ
り
、
妥
当
な
考
え

　
　
　
　
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
∪
タ
ー
ン
人
材
登
録

麟
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
ま

　
　
　
せ
ん
か

　
登
録
す
る
二
八
・
三
％
（
百
四
十
六

人
）
、
将
来
登
録
し
た
い
一
二
二
％
（
六

十
二
人
）
、
検
討
し
た
い
二
六
・
二
％
（
百

三
十
四
人
）
、
登
録
し
な
い
三
三
・
四
％

（
百
七
十
一
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
登
録

す
る
、
将
来
し
た
い
と
希
望
す
る
人
は

全
体
の
四
〇
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
登
録
す
る
」
と
答
え
た
人
の

年
齢
構
成
を
見
る
と
、
二
十
歳
以
下
四

十
三
人
（
男
二
十
一
人
、
女
二
十
二
人
）
、

二
十
一
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
が
五
十

四
人
（
男
二
十
七
人
、
女
二
十
七
人
）

と
合
わ
せ
て
六
六
・
四
％
（
九
十
七
人
）

と
高
い
割
合
を
占
め
、
二
十
五
歳
以
下

の
人
が
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
。

おおむね何年後くらいに∪ターンを
考えていますか
　　　　　　　　　「「　里’卜牛　136人u 男性 136人
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0

　　　　∪ターンを「考えていな

　　　　い」「わからない」と答え

　　　　た方にお聞きします

1．Uターンを考えていない理由は

　●希望する職種、職場がない。

　●今の仕事、生活に満足している。

　●降雪量が多く、冬が不便である。

　●賃金が低い。

　●文化環境が整っていない。

2．どんな条件がそろったら

　　　　　　　　　Uターンしますか
　●労働条件がよければ。

　●経験を生かせる職場があれば。

　●交通の便がよくなったら。

　●娯楽施設が整えば。

　●土地・家が持てるなら。

　主な意見をあげてみましたが、1と2

の質問に対する意見を併せてみていくと、

男女とも一番に望んでいるのが仕事に関

する条件の充実でした。

　また、若い人たちは十日町市の都市化

が進むことや、新しい情報がすぐに入っ

てくることなどを望んでいる意見がみら

れました。年齢があがるにしたがって、

男性は収入生活の安定を求め、女性は子

供の教育に重点を置いている意見が多く

みられました。
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調
査
結
果
の
ま
と
め

　
今
回
の
調
査
か
ら
調
査
票
の
回
収
率

で
も
わ
か
る
と
お
り
、
「
長
男
、
長
女
」

が
、
U
タ
ー
ン
ヘ
の
関
心
を
強
く
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
将
来
「
両
親
の
住

む
所
へ
帰
り
た
い
」
と
い
う
意
識
の
高

さ
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
　
「
U
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
」
と

答
え
た
人
が
、
全
体
の
四
四
・
四
％
を

占
め
て
い
た
こ
と
は
、
や
が
て
機
会
が

あ
れ
ば
、
「
地
元
に
就
職
し
て
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
中
学
・
高
校

時
代

か
ら
芽
生
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。
　
「
U
タ
ー
ン
人
材
登
録
シ
ス
テ

ム
」
に
「
登
録
す
る
」
と
答
え
た
人
は
、

一
四
六
人
（
現
在
、
二
一
人
が
登
録
し
層

て
い
ま
す
）
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
点

で
す
。
な
お
、
　
「
U
タ
ー
ン
登
録
者
」

に
は
就
職
情
報
な
ど
を
随
時
提
供
い
た

し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
大

都
市
圏
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
「
一
生

生
活
す
る
所
で
な
い
」
「
落
ち
着
か
な
い

生
活
に
な
る
」
な
ど
、
決
し
て
バ
ラ
色

の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
な
い
こ
と
も

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
時

代
は
大
都
市
圏
で
生
活
し
、
住
宅
な
ど

の
生
活
環
境
の
悪
化
か
ら
、
U
タ
ー
ン

志
向
が
根
強
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
「
U
タ
ー
ン
促
進
協
議
会
」
で

は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
地
元
就
職
を
進
め
る
た
め
に
、

課
題
や
問
題
点
を
絞
り
、
若
者
の
定
着

を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

3とお∬蓄3　　平成4年3月25日



獺

勲婁濠

灘
　
．

灘毒

襲

－
一
総
事
業
費
37
億
円
で
無
公
害
の
新
清
掃
工
場
に
ー

》
鍬
入
れ
を
す
る
丸
山
市
長
㈲

　
と
南
雲
川
西
町
長
㈲

　
三
月
七
日
㈹
、
十
日
町
市
川

西
町
衛
生
施
設
組
合
が
計
画
を

進
め
て
い
た
、
新
し
い
ご
み
焼

却
場
の
起
工
式
が
下
島
地
内
の

現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
組
合
関
係
者
や
組
合
議
会
議

員
、
日
本
鋼
管
㈱
の
小
倉
専
務

な
ど
工
事
関
係
者
四
十
名
が
参

加
し
、
丸
山
市
長
と
南
雲
町
長

ら
が
鍬
入
れ
を
し
て
工
事
の
安

全
と
完
工
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
焼
却
場
の
建
設
は
、
現
有
施

設
の
老
朽
化
に
伴
い
計
画
し
て

い
た
も
の
で
、
厚
生
年
金
・
国
民

年
金
積
立
金
還
元
融
資
な
ど
を

利
用
し
、
総
事
業
費
三
七
億
円

を
投
じ
て
来
年
十
月
供
用
開
始

に
向
け
て
工
事
に
入
る
も
の
で

す
。
新
し
い
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
お
よ
び
鉄
骨
造
り
地
下

一
階
、
地
上
四
階
建
て
延
ベ
ニ

千
六
百
平
方
層
で
、
一
日
十
六

時
間
で
九
十
，
ン
の
ご
み
を
焼
却

で
き
る
焼
却
炉
と
可
燃
性
粗
大

ご
み
の
処
理
施
設
を
備
え
て
い

ま
す
。
来
年
十
月
に
は
最
新
の
公

害
防
止
設
備
を
備
え
た
近
代
清

掃
工
場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

庭野喜一さん
　（新座3・59歳）

　
庭
野
さ
ん
は
、
消
防
団
活
動

の
中
で
積
極
的
に
消
防
活
動
に

携
わ
る
と
共
に
、
地
域
奉
仕
活

動
全
般
に
尽
力
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
消
防
庁
長

官
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
庭
野
さ
ん
が
、
当
時
の
十
日

町
消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
十

八
歳
の
時
で
し
た
。
以
来
四
十

年
間
に
何
度
か
火
災
現
場
に
駆

け
つ
け
て
き
ま
し
た
が
、
一
番

大
変
だ
っ
た
の
が
昭
和
四
十
四

年
の
十
日
町
中
学
校
の
火
災
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

　
夜
中
で
も
サ
イ
レ
ン
の
音
が

聞
こ
え
る
と
目
が
覚
め
て
し
ま

う
と
い
う
庭
野
さ
ん
は
、
「
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
の
も
、
ま
じ
め
な

団
員
と
、
家
族
み
ん
な
が
健
康

で
い
ら
れ
た
こ
と
、
家
内
の
理

解
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」

と
振
り
返
り
な
が
ら
、
受
賞
の

喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
専
門
店
会
連
盟
主
催
の

「
第
一
回
日
専
連
全
国
版
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
、
東
小
二
年
の

上
村
や
ま
め
さ
ん
（
四
日
町
中

原
）
は
最
高
賞
の
日
専
連
理
事

長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
日
専
連
文

化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
児
童

上村やまめさん
（東小2年・四日町中原）

の
健
や
か
な
情
操
教
育
の
向
上

を
願
っ
て
開
か
れ
た
も
の
で
、

全
国
か
ら
五
万
七
千
点
の
応
募

が
あ
り
、
市
内
か
ら
は
十
二
点

の
入
賞
、
入
選
が
あ
り
ま
し
た
。

　
上
村
さ
ん
の
作
品
は
、
自
分

の
大
好
き
な
ひ
ま
わ
り
の
花
が

咲
い
た
と
こ
ろ
を
、
手
や
は
さ

み
で
紙
を
切
っ
て
張
り
付
け
て

作
る
紙
版
画
で
表
現
し
た
も
の

で
す
。

　
上
村
さ
ん
は
六
月
四
日
に
大

阪
で
開
か
れ
る
、
日
専
連
全
国

大
会
式
典
の
壇
上
で
表
彰
を
受

け
る
予
定
で
す
。

雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

　
第
四
十
三
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
彩
っ
た
雪
だ
る
ま
大
作
戦
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
五
、
五
二
八
個
の
傑
作
が
登
場
し
、
’

雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
に
一
二
五
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
三
月

九
日
㈲
、
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
雪
だ
る
ま
大
賞

楯
沢
作
平
　
　
（
寿
町
二
）

■
優
秀
賞

大
井
田
青
少
協
（
四
日
町
二
）

■
特
　
選

福
島
徳
治
　
　
（
峠
　
）

石
沢
由
美
子
（
津
南
町
）

■
ふ
れ
あ
い
賞

村
山
明
広
　
　
（
新
座
二
）

高
山
保
育
所
（
錦
町
二
）

清
水
　
昇
　
　
（
関
根
二
）

村
山
昭
夫
　
　
（
　
〃
　
）

高
橋
健
吉
郎
（
川
原
町
）

■
ユ
ニ
ー
ク
で
賞

　
南
雲
土
建
　
　
（
川
治
内
後
）

　
長
谷
川
辰
彦
（
下
　
　
山
）

江
彩
㈱
共
済
会

高
橋
貞
夫
　
　
（
五
軒
新
田
）

滝
沢
和
平
　
　
（
松
之
山
町
）

■
ほ
の
ぽ
の
賞

下
条
保
育
所
（
下
　
条
）

関
口
里
美
　
　
（
西
本
町
一
）

藤
巻
　
裕
　
（
高
田
町
三
西
）

板
場
正
信
　
（
稲
荷
町
三
北
）

高
橋
健
吉
部
（
川
原
町
）

■
が
ん
ば
っ
た
で
賞

丸
山
洋
市

㈱
村
山
土
建

越
後
製
菓
㈱

恩
田
陽
子

越
村
　
斉

（
吉
田
山
谷
）

（
山
本
町
一
）

（
四
日
町
三
）

（
新
座
四
－
二
）

（
新
座
四
－
一
）

日
専
連
全
国
児
童
版
画

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

市
内
の
小
学
校
で
入
賞
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

■
日
専
連
理
事
長
賞

上
村
や
ま
め

■
銀
　
賞

横
尾
　
雅
史

樋
口
　
武
志

■
銅
　
賞

服
部
さ
つ
き

引
間
　
靖
子

（
東
小
二
）

（
東
小
三
）

（
野
中
小
五
）

（
八
箇
小
二
）

（
東
小
二
）

■
入
　
選

浦
田
　
惇
二
　
（
野
中
小
一
）

福
原
　
美
香
ー
（
東
小
四
）

山
田
　
聖
子
（
十
日
町
小
五
）

小
林
　
直
人
　
（
川
治
小
六
）

矢
野
　
直
樹
　
（
川
治
小
六
）

小
堺
　
一
樹
　
（
西
小
六
）

佐
藤
　
洋
平
　
　
（
西
小
六
）
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製
造
品
出
荷
額
等
が
週
去
最
高
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
難

　
平
成
三
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
実
施
し
た
、
工
業
統
計

調
査
の
結
果
（
概
数
）
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
数

　
電
気
機
械
器
具
が
八
事
業
所

（
一
六
・
○
％
）
増
加
し
ま
し

　
　
　
　
ヨ

た
が
、
繊
維
工
業
製
品
が
出
機

等
の
減
少
に
よ
っ
て
六
二
事
業

所
（
九
・
二
％
）
減
っ
た
た
め
、

全
体
で
は
前
年
に
比
べ
て
四
三

事
業
所
（
四
・
八
％
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
従
業
者
数
、
編

　
　
繊
維
工
業
製
品
や
衣
服
・
そ

　
の
他
の
繊
維
製
品
、
精
密
機
械

　
器
具
な
ど
で
わ
ず
か
に
減
少
し

　
た
一
方
で
、
金
属
製
品
、
電
気

　
機
械
器
具
、
自
動
車
部
品
加
工

・
な
ど
の
輸
送
用
機
械
器
具
、
ま

　
た
貴
金
属
加
工
等
を
中
心
と
す

　
る
、
ぞ
の
他
の
製
品
な
ど
で
増

　
加
し
た
結
果
、
全
体
で
は
前
年

　
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
一
二
人
（
○
・

　
二
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

維
％

　
漣

繊
5
0

　
隈

塁
　
Ω
■

・
ロ
σ
　
■

　
　
　
　
　
　
気
％

　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
電
器

ロ
％

凝
2

料
乳

食

窯業2．2％

その他
9．8％

精密機械
　3．1％

械
％

機
4

般
3

一

製
造
品
出
荷
額

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
な
ど
の
、

窯
業
・
土
石
製
品
が
一
億
四
千

万
円
（
六
・
九
％
）
、
精
密
機
械

器
具
が
一
億
五
千
万
円
（
五
・

四
％
）
減
少
し
た
も
の
の
、
電

気
機
械
器
具
が
三
一
億
円
（
一

七
・
九
％
）
と
、
前
回
に
引
き

続
き
大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、

食
料
品
が
七
億
円
（
一
二
・
三

％
）
、
繊
維
工
業
製
品
が
七
億
五

千
万
円
（
一
・
八
％
）
増
加
す

る
な
ど
、
好
調
な
伸
び
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
、
電
気
機
械

器
具
は
こ
の
五
年
間
に
九
八
億

円
増
え
て
、
ほ
ぼ
倍
増
の
勢
い

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
全
体
で
は
、
事
業
所
数
は
減

っ
た
も
の
の
、
前
年
に
比
べ
て

六
〇
億
三
千
万
円
（
七
・
六
％
）

増
加
し
て
八
五
三
億
九
、
〇
四

八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

数
字
は
、
昭
和
五
一
年
の
八
三

一
億
円
を
抜
い
て
過
去
最
高
と

な
り
、
あ
わ
せ
て
四
年
連
続
の

増
加
と
な
り
ま
す
。

工業統計調査結果速報（概数）

産業中分類
事　　業　所　数 従業者数　（人） 製造品出荷額等　　（万円）

2年 3年 対前年
増減数

対繭年
増減比

構成比 2年 3年 対前年
増減数

対前年
増減比

構成比 2　年 3　年 対前年増減数 対前年
増減比

構成比

総　　　　　　　数 896 853 △43 △4．8 100．0 7，170 7，182 12 0．2 100．0 7，935，814 8，539，048 603，234 7．6 100．0

食　　　料　　　品 28 29 1 3．6 3．4 386 382 △4 △1．0 5．3 549，209 616，723 67，514 12．3 7．2

飲料・飼料・たばこ 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
繊維工業製品 671 609 △62 △9．2 71．4 3，639 3，604 △35 △1．0 50．2 4，227，107 4，301，920 74，813 1．8 50．4

衣服・その他の繊維製品 33 34 1 3．0 4．0 369 339 △30 △8．1 4．7 134，172 136，872 2，700 2．0 1．6

木材　・木製品 12 12 0 0 1．4 33 35 2 6．1 0．5 40，796 38，392 △2，404 △5．9 0．4

家具　・装備品 19 20 1 5．3 2．4 98 97 △1 △1．0 1．4 84，221 96，062 11，841 14．1 1．1

パルプ・紙・紙加工品 3 2 △　1 △33．3 0．2 15 X X X X 5，591 X X X X
出版・印刷・同関連品 10 10 0 0 1．2 95 96 1 1．1 1．3 73，104 77，590 4，486 6．1 0．9

化　　学　　工　　業 『 1 1 一
0．1

『 X 一 一 X 一 X ｝ 一 X
プラスチック製品 2 2 0 0 0．2 X X X X X X X X X X
ゴ　　ム　　製　　品 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
なめし革・同製品・毛皮 2 2 0 0 0．2 X X X X X X X X X X
窯業・土石製品 9 8 △　1 △11．1 1．0 116 112 △　4△3．4 1．6 201，302 187，425 △13，877 △6．9 2．2

鉄　　　　　　　鋼 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
非　　鉄　　金　　属 1 1 0 0 0．1 X X X X X X X X X X
金　　属　　製　　品 10 13 3 30．0 1．5 71 105 34 47．9 1．5 75，376 107，120 31，744 42．1 1．3

一般機械器具 18 17 △　1△5．6 2．0 204 204 0 0 2．8 255，499 291，317 35，818 14．0 3．4

電気機械器具 50 58 8 16．0 6．8 1，607 1，625 18 1．1 22．6 1，730，202 2，039，059 308，857 17．9 23．9

輸送用機械器具 5 5 0 0 0．6 73 96 23 31．5 1．3 9，579 45，840 36，261 378．5 0．5

精密機械器具 4 5 1 25．0 0．6 241 224 △17 △7．1 3．1 276，369 261，329 △15，040 △5．4 3．1

その他の製品 16 22 6 37．5 2．6 129 156 27 20．9 2．2 65，065 76，656 11，591 17．8 0．9

X　　　の　　　計 94 107 ｝ ｝
1．5 208，222 262，743 一 一

3．1

＜注＞平成3年数値は概数のため、後日県および国が公表する確定数とは異なることがあります。Xは公表をさしひかえたものです。

5　とお．ガF詐雪　平成4年3月25日
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彫
重襲閤

公
共
施
設
の
使
用
料
等
が

　
　
　
4
月
1
日
か
ら
改
訂
さ
れ
ま
す

　
4
月
1
日
か
ら
公
共
施
設
の
使
用
料
、
入
館
料
な
ど
が
改
訂
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
消

費
税
の
転
稼
と
施
設
管
理
費
の
上
昇
に
よ
る
使
用
料
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
1
2
月
市

議
会
で
関
係
条
例
を
改
正
し
、
5
年
ぶ
り
に
値
上
げ
を
す
る
も
の
で
す
。
主
な
施
設
の

使
用
料
、
入
館
料
等
は
次
の
と
お
サ
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

囹
博
物
館
入
館
料

囹
博
物
館
使
用
料

一
般

（
高
校
生
以
上
）

団
　
体

　
（
2
0
人
以
上
）

2
0
0
円

　
1
5
0
円

（
1
人
に
つ
き
）

午
前
9
時
か
ら
正
午

午
後
－
時
か
ら
5
時

特
別
展
示
室

6
、
0
0
0
円

8
、
0
0
0
円

集
会
室

3
、
0
0
0
円

4
、
0
0
0
円

会
議
室

9
0
0
円

1
、
2
0
0
円

囹
市
民
会
館
・
公
民
館
本
館
・
市
民
会
館
備
品
使
用
料

午
前
9
時
か
ら
正
午

午
後
1
時
か
ら
5
時

午
後
6
時
か
ら
1
0
時

ホ
　
　
ー
　
　
　
ル

1
6
、
0
0
0
円

2
0
、
0
0
0
円

2
4
、
0
0
0
円

ホ
ワ
イ
エ
の
み

8
、
0
0
0
円

1
3
、
0
0
0
円

1
5
、
0
0
0
円

講
　
　
　
　
　
堂

2
、
5
0
0
円

3
、
3
0
0
円

4
、
8
0
0
円

第
1
集
会
室

第
1
・
2
実
習
室

第
4
・
5
集
会
室

第
1
・
2
学
習
室

2
、
3
0
0
円

3
、
0
0
0
円

4
、
4
0
0
円

第
2
・
3
集
会
室

第
3
・
4
学
習
室

1
、
7
0
0
円

2
、
3
0
0
円

3
、
0
0
0
円

ギ
　
ャ
　
ラ
　
リ
　
ー

8
0
0
円

1
、
0
0
0
円

1
、
0
0
0
円

音
響
器
具
一
式

5
、
0
0
0
円

5
、
0
0
0
円

5
、
0
0
0
円

照
明
器
具
一
式

1
0
、
0
0
0
円

1
0
、
0
0
0
円

1
0
、
0
0
0
円

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
一
台

5
、
0
0
0
円

5
、
0
0
0
円

5
、
0
0
0
円

囹
市
営
駐
車
場
駐
車
料
金

夜
　
間
　
駐
　
車

午
後
8
時
3
0
分
か
ら

午
前
8
時
3
0
分

一
　
夜

6
0
0
円

定
期
駐
　
車

4
月
か
ら
n
月
ま
で
の

8
カ
月
間
は

ー
カ
月

r
－
、
0
0
0
円

2
カ
月

2
1
、
0
0
0
円

3
カ
月

3
1
、
0
0
0
円

4
カ
月

4
1
、
0
0
0
円

5
カ
月

5
1
、
0
0
0
円

6
カ
月

6
1
、
0
0
0
円

12

月
か
ら
3
月
ま
で
の

4
カ
月
間
は

ー
カ
月

1
5
、
0
0
0
円

囹
総
合
体
育
館
専
用
使
用
料

午
前
8
時
3
0
分
か
ら

午
後
5
時
3
0
分

午
後
5
時
3
0
分
か
ら

10
時

競
　
技
　
場
　
　
（
床
）

1
時
間
　
　
（
％
面
の
使
用
は
％
の
料
金
）
　
　
1
、
1
0
0
円

屋
内
運
動
場
（
土
）

1
時
間
　
　
（
％
面
の
使
用
は
％
の
料
金
）
　
　
1
、
1
0
0
円

ラ
ン
　
ニ
　
ン
グ
走
路

1
時
間

3
5
0
円

4
5
0
円

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

1
、
1
0
0
円

親
子
幼
児
健
康
室

5
5
0
円

卓
　
　
　
球
　
　
　
室

5
5
0
円

7
0
0
円

会
議
室
　
・
　
控
室

放
送
室
・
役
員
室

2
5
0
円

3
0
0
円

囹
市
民
体
育
館
専
用
使
用
料

午
前
8
時
3
0
分
か
ら

午
後
5
時
3
0
分

午
後
5
時
3
0
分
か
ら

10
時

競
　
　
　
技
　
　
　
場

1
時
間
　
　
（
％
面
の
使
用
は
％
の
料
金
）
　
　
　
　
5
5
0
円

小
　
　
　
　
　
　
　
室

1
時
間

2
0
0
円

2
5
0
円
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囹
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
専
用
使
用
料

選ワ会指
ツ

手ク　導
ス議

控ル　員
葦

室ム室室’

1
室

1
時
間

午午
後前

582 時時
5 3030
0 分分
円 か

ら

午午
後後
105

3 時時
0 30

0 分
円 か

ら

圃
武
道
館
専
用
使
用
料

亀

午
前
8
時
3
0
分
か
ら

午
後
5
時
3
0
分

午
後
5
時
3
0
分
か
ら

10
時

相
　
　
撲
　
　
揚

空
　
　
手
　
　
聯

剣
　
　
　
道
　
　
　
揚

柔
　
　
遊
　
　
場

1
室
1
時
間

5
5
0
円

1
、
0
0
0
円

会
　
　
　
議
　
　
　
室

2
5
0
円

3
0
0
円

囹
備
品
使
用
料

癒
油
ス
餐
ー
ブ

1
　
時
　
間

一
　
　
台

2
0
0
円

敏
　
送
　
設
　
備

一
　
　
式

電
光
掲
添
板

一
　
　
組

移
動
武
ス
溌
ー
繋

一
　
　
式

圃
個
人
使
用
料
・
年
間
使
用
料

一
般
・
高
校
生

中
学
生
以
下

溺僅太禰

総
登
体
育
館

　
　
　
　
共
、
通

武
　
道
　
館

1
人
1
回

2
0
0
円

1
0
0
円

叢
斑
体
育
館

1
0
0
円

5
0
円

翔綾閥集

総
脊
体
育
館

裁
　
道
　
館
共
通

粛
晟
体
育
館

4
カ
月
券

1
、
2
0
0
円

6
0
0
円

6
カ
月
券

1
、
8
0
0
円

9
0
0
円

12

カ
月
券

3
、
0
0
0
円

1
、
5
0
0
円

圃
屋
外
体
育
施
設
専
用
使
用
料

午
前
5
時
か
ら

午
後
7
時

午
後
6
時
か
ら

10
時

野
球
揚
（
笹
出
野
球
場

を
除
く
）
運
動
広
場

1
　
時
　
間

5
5
0
円

城
ヶ
丘
野
球
場

5
5
0
円

5
5
0
円

笹
山
野
球
場

9
0
0
円

青
少
年
運
動
広
場

サ
　
ッ
　
カ
　
ー
　
場

4
5
0
円

庭
　
　
球
　
　
場

1
5
0
円

城
ヶ
丘
庭
球
場

1
　
面
　
　
1
5
0
円

1
　
面
　
　
1
5
0
円

揚技競出陸

競
　
　
技
　
　
場

　
　
2
、
2
0
0
円

芝
生
部
分
の
み
使
用
は

　
　
　
9
0
0
円

本
　
　
部
　
　
室

役
　
員
室
　
等

1
　
室
　
　
2
5
0
円

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

1
　
面
　
　
1
5
0
円

圃
個
人
使
用
料
・
年
間
使
用
料

一
般
・
高
校
生

中
学
生
以
下

陸
上
競
技
場

1
人
1
回

2
0
0
円

1
0
0
円

■
陸
上
競
技
場

団
体
練
習
使
期

1
　
時
　
間

1
　
団
体

1
、
0
0
0
円

5
0
0
円

翔
「

使闘集

庭
　
　
球
　
　
場

陸
上
競
技
場

－
人
4
カ
月
券

1
、
0
0
0
円

5
0
0
円

－
人
シ
ー
ズ
ン
券

1
、
8
0
0
円

9
0
0
円

※
こ
こ
に
掲
載
し
た
施
設
以
外
で
は
、
次
の
も
の
が
改
訂
さ
れ
ま
す
。

▼
行
政
財
産
使
用
料
　
▼
各
地
区
公
民
館
使
用
料
　
▼
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
使
用
料
　
▼
公
立
学
校
使
用

料
　
▼
市
営
住
宅
家
賃
　
▼
道
路
占
用
料
　
▼
下
条
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
ナ
イ
タ
ー
使
用
料

囹
博
物
館
の
開
館
時
間
と
休
館
日
が
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

　
・
開
館
時
問
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

　
・
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
（
1
2
月
2
7
日
か
ら
1
月
4
日
）

7　と6ガ夢3　平成4年3月25日



住
宅
用
防
災
機
器
等
の
展
示
会

　
　
ー
羽
根
川
荘
で
お
年
寄
り
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
ー

三
月
四
日
㈱
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
羽
根
川
荘
」
で
住
宅

灘
煕

　
　
　
　
　
，
鵡
　

騒
瀞
”
蟹
　
鑓
”

…
サ
題
㎜
篇

　
　
　
　
、
｝

＾
‘
騨

　
瀦

　
無

用
防
災
機
器
の
展
示
会
が
、
松

澤
県
消
防
防
災
課
長
ら
関
係
者

　
三
十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

　
ま
し
た
。

　
　
こ
の
展
示
会
は
、
十
日
町

　
地
域
消
防
本
部
が
住
宅
防
火

　
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

　
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
消
防

　
庁
か
ら
パ
ネ
ル
、
防
災
製
品
、

　
住
宅
用
消
火
器
、
火
災
警
報

　
器
、
安
全
装
置
付
き
調
理
器

　
具
、
同
暖
房
器
具
、
自
動
消

　
火
装
置
の
交
付
を
受
け
、
お

　
年
寄
り
の
集
ま
る
羽
根
川
荘

で
開
い
た
も
の
で
す
。

　
住
宅
火
災
死
亡
者
の
う
ち
約

半
数
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
で
、
十
年
後
は
倍
増
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

国
の
消
防
機
関
が
半
減
を
目
指

し
て
取
り
組
み
、
そ
の
一
環
と

し
て
五
年
計
画
で
一
〇
〇
消
防

本
部
に
交
付
し
、
防
火
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
消
防

本
部
は
初
年
度
に
交
付
さ
れ
、

今
後
郡
市
内
の
老
人
施
設
に
順

回
展
示
す
る
予
定
で
す
。

住
宅
火
災
犠
牲
の
半
数
が
65
歳
以
上

　
　
　
　
－
春
季
火
災
予
防
運
動
（
4
月
1
目
～
7
目
）
1

　
住
宅
火
災
の
死
者
の
約
半
数

を
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

齢
と
と
も
に
動
き
が
遅
く
な
る

こ
と
と
、
寝
た
き
り
の
人
に
高

齢
者
が
多
い
こ
と
な
ど
が
原
因

で
す
。
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
安

全
な
調
理
器
具
や
暖
房
器
具
、

防
炎
製
品
や
自
動
消
火
装
置
を

使
う
こ
と
が
有
効
で
す
。

　
昨
年
十
二
月
に
署
員
が
管
内

一
千
戸
の
住
宅
を
訪
問
し
、
火

災
予
防
の
指
導
と
火
災
予
防
意

識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
「
自
分
の
家
が
火
災
に
な

る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
」

が
約
七
〇
％
で
し
た
。
し
か
し
、

毎
年
火
災
が
発
生
し
尊
い
命
を

失
っ
た
り
住
宅
等
が
灰
に
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
四
月
一
日
か
ら
春
季
火
災
予

防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
家
族
で
火
災
予
防
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

◆
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

　
投
げ
捨
て
は
し
な
い

◆
子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ

　
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

◆
風
の
強
い
と
き
は
、
た

　
き
火
を
し
な
い

◆
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き

　
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

◆
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
置
か
な
い

◆
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や

　
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

◆
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

4月1日から
違反点数制が導入されます
■問い合わせ　十日町地域消防本部予

　防課（暦57－1555）

　
「
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
返

納
命
令
に
関
す
る
運
用
基
準
」

が
策
定
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら

危
険
物
取
扱
者
が
、
関
係
法
令

違
反
や
事
故
を
起
こ
し
た
時
に

違
反
点
数
を
計
上
し
、
一
定
の

点
数
に
達
し
た
時
に
免
状
を
返

納
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
定
期
点
検
未
実
施
な
ど
三
七

項
目
の
法
令
違
反
を
点
数
化

し
、
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は

さ
ら
に
加
点
さ
れ
ま
す
。

▼
三
年
間
で
二
〇
点
を
超
え
る

と
免
状
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
。

石油燃焼機器

技術講習会
ロ欝灘翻㈱・灘欝㈱

薪糞灘纐灘購糠一鞭灘嶽薫

ロ蓬灘鰯㈱羅翻㈱
難鑑欝溝隣灘部講堂

　
12
　
　
　
鉄
道
開
通
は
地
域

、

　
　
7
　
に
ど
ん
な
影
響
を
「
も

　
一
一
」

　
㌦
　
　
た
ら
す
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
ス
ー
パ
ー
特
急
が

　
　
　
　
走
る
北
越
北
線
。
シ

　
　
　
　
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、

　
咲
∠
　
平
成
8
年
に
開
業
す

　
　
　
　
る
北
越
北
線
の
特
徴

　
　
　
　
や
十
日
町
市
に
お
け

　
　
　
　
る
展
望
と
課
題
に
つ

　
　
　
F
い
て
考
え
ま
す
。

●
高
速
交
通
体
系
へ
の
組
込
み

　
北
越
北
線
は
、
上
越
線
と
信

越
本
線
を
結
ぶ
短
絡
線
で
す
。

　
開
業
後
は
ス
ー
パ
i
特
急
が

乗
り
入
れ
、
遠
距
離
運
転
が
可

能
と
な
り
、
首
都
圏
、
北
陸
関

西
圏
へ
の
交
通
が
便
利
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
十
日
町
駅
は
、

市
の
玄
関
口
で
あ
る
と
と
も
に

新
し
い
広
域
圏
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
が
高
ま
り
ま
す
。

●
鉄
道
開
業
と
地
域
活
性
化

　
北
越
北
線
は
全
線
新
線
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
鉄
道
は
、
新
し

い
観
光
ル
ー
ト
を
形
成
し
、
沿

線
地
域
の
潜
在
的
な
資
源
が
見

直
さ
れ
、
利
用
客
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
人
の
流
れ
が
多
く
な
る
と
経

済
活
動
が
活
発
に
な
り
、
市
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
十
日
町
駅
は
今
後
期
待
さ
れ

る
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
や
観
光

情
報
の
発
信
基
地
と
し
て
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
母

都
市
の
中
心
と
し
て
駅
周
辺
と
，

こ
れ
ら
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備

が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

●
北
越
北
線
開
業
に
向
け
て

　
北
越
北
線
は
地
域
に
密
着
し

た
鉄
道
で
す
。

　
豪
雪
地
域
、
過
疎
地
域
を
走

る
と
い
う
制
約
の
中
で
、
住
民

の
足
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を

広
い
側
面
か
ら
見
定
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

沿
線
自
治
体
の
支
援
や
他
の
交

通
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
住
民
が
自
ら
参
加
す
る
仕

組
み
を
取
り
入
れ
、
北
越
北
線

が
自
分
た
ち
の
鉄
道
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
、
鉄
道
利
用
の
促
進
を
は
じ

め
地
域
活
性
化
に
向
け
て
の
鍵

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
開
業
ま
で
あ
と
4
年
。
最
大

の
難
所
で
あ
る
鍋
立
山
ト
ン
ネ

ル
は
残
り
約
8
0
メ
ー
ト
ル
と
な

り
ま
し
た
η
今
秋
貫
通
の
予
定

で
す
。
　
　
　
（
地
域
開
発
室
）
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地
域
福
祉
提
雷
入
賞
者

　
「
明
日
の
十
日
町
の
地
域
福

祉
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
提
言
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

十
八
点
の
応
募
が
あ
り
審
査
し

た
結
果
、
次
の
五
名
の
皆
さ
ん

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
三
月

十
五
日
開
か
れ
た
「
地
域
保
健

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
席
上
表

めに、場』明日の十日町

犬の登録と狂犬病予防注射

　平成4年度の畜犬の登録および狂犬病予防

注射を裏面の日程表のとおり行います。都合

のよい会場においでください。

　対象となる犬　生後3カ月（91日）以上の犬

　持参するもの　（1〉一この申込書

彰
さ
れ
、
提
言
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
す
ば
ら

し
く
、
今
年
度
策
定
さ
れ
る
十

日
町
市
老
人
福
祉
計
画
に
反
映

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
入
賞
者
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
山
田
　
桂
子
（
四
日
町
二
）

　
「
福
祉
へ
の
提
言
」

▼
阿
部
　
洋
子
（
稲
荷
町
三
北
）

　
「
児
童
館
と
託
老
所
に

　
　
　
　
　
　
　
寄
せ
る
夢
」

▼
藤
木
登
美
子
（
北
　
原
）

　
「
高
齢
者
を
支
え
る
地
域

　
　
　
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

▼
太
田
千
代
子
（
春
日
町
三
）

　
「
つ
か
み
そ
こ
ね
た

　
　
　
　
　
　
日
日
の
上
に
」

▼
岩
田
え
よ
子
（
中
条
新
田
）

　
「
今
一
番
大
切
な
こ
と
、

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

　
き
　
　
り
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り

お
り
い
月
申
鑑
金
㎜
料
｝

登
と
だ
3
こ
印
料
料
手
料

犬
表
で
生
①
③
③
録
交
射

料金　登録料・・一・一一…2，100円
　　　　済票交付手数料・・一一一・480円

　　　　　注射料一・一・一一・2曳370円

　　　　　　計　　　　　　　4，950円

※つり銭のいらないようにご用意ください。

犬の登録・注射申込書

、
　
　
　
　
衛
生
施
設
組
合
で

㎜
意
一
麟
噺
靱
縞

注
⑳
却
場
の
建
設
に
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手
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》

さ
鰭
ま
し
流
こ
の
建

　
　
5
設
に
伴
い
第
一
焼
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』
智

㎜
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（
却
場
を
取
り
壊
し
た

み
幣
民
の
皆
さ
ん
に
ご

㎜
こ
一
迷
惑
を
お
か
け
し
て

㎜
　
　
　
い
ま
す
。

「
劉
　
こ
の
焼
却
場
は
投

入
口
が
狭
い
た
め
、
大
型
の
ご

み
や
長
い
ご
み
の
投
入
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
家
具
類
や
材
木

類
は
処
理
い
た
し
ま
せ
ん
。
紙

類
や
布
類
で
も
必
ず
一
材
以
内

に
切
っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）
は
、
高

温
多
煙
を
発
生
さ
せ
炉
を
傷
め

町　　名

世帯主名

電話番号
｝

犬の種類

犬の年齢 年　　　　　　カ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　・　　おす

犬の名前

犬の体格 大　　・　中　　・　小

　　『　　　’μ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線

　　世帯主名　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　電話番号　　　　　　一　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　犬の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　犬の年齢　　　　　　　　年　　　　　　カ月　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　犬の毛色　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　犬の性別　　　　めす　　　・　　おす　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　犬の名前　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　犬の体格　　　　大　　・　中　　・　小　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　（賛α　　　　　　　　）　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ……………一一一一一き　り　と　り線一一一一一一……一一一」

ま
す
の
で
、
産
廃
処
理
場
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に

空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
み
の
分
別
を

き
ち
ん
と
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

紙
類
や
段
ボ
ー
ル
は
廃
品
回
収

に
、
生
ご
み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
を

利
用
し
て
資
源
化
に
す
る
な
ど
、

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ごみ収集変更地域

嚢擁嚢蟹難
・撃嚢驚灘灘

難樂蕪霧鑛難蕪難購拷麗郷

犬の散歩はマナーを守って

〈飼い主の皆さんへ〉　雪が消えて犬を

散歩させる人が増えています。散歩の際

は犬の糞の後始末の用具を携帯し、必ず

責任を持って始末しましょう。

〈糞でお困りの方へ〉◎見かけたら飼い

主に注意しましょう。◎注意看板が保健

衛生課環境衛生係（智57－3111内線142）に

ありますので、希望者はご連絡ください。
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　4月13日は「老齢福祉年金』の支払日
老齢福祉年金の支払いが、4月13

日㈲から始まります。（年金の支払日

はいつもですと11日ですが、4月は

11日（土）、12日（日）と郵便局が休みのた

め13日（月）となります）

年金の支払いを受けたら、’日程表

のとおり老齢福祉年金証書を提出し

てください。提出が遅れると8月に支

払われる年金が、受け取れなくなる

ことがありますのでご注意ください。

■受け取る人　本人または代理人で

も結構です。

■持参するもの　①老齢福祉年金証

書②証書に押してある印鑑

■その他　4月13日に都合のつかな

い人は14日～24日の間に郵便局で

受け取り、年金証書と印鑑を持参

して市民課年金係へお届けくださ

い。

顕嘉Ψ　　　．讐雛　　瑞
　　3　　醤　§　　　　　　覇　一　蓋

年　金　支　払　場　所

13

　
日
　
㈲

十　日　町郵便局

十日町高田郵便局
十日町本町簡易郵便局

魚沼中条郵便局
新水簡易郵便局
十日町川治簡易郵便局

六箇簡易郵便局
魚沼吉田郵便局

※千　手　郵　便　局

下　条　郵　便　局

越後水沢郵便局
土　市　郵　便　局

※千手郵便局で受け取る人は、魚沼

吉田郵便局に提出してください。

■問い合わせ　市民課年金係（暦内

線144・145）へ。

20歳以上の学生の皆さん国民年金に加入を

昨年4月から20歳以上の学生は、

国民年金加入が義務づけられました。

手続きはお済みでしょうか。

■加入の手続き　国民年金に加入す

るには、住民登録をしてある市町

村役場に届け出が必要です。

■保険料の免除制度　経済上の理由

などから保険料を納めることが困

難な人は、申請によって保険料が

免除されます。免除を受けるには、

免除申請書に在学証明書・親元の

所得証明書（源泉徴収票など）を

添えて申請してください。

学生は第1号被保険者として国民

年金に加入していますが、今春就職

して厚生年金や共済年金に加入する

と、第2号被保険者になり届け出が

必要となります。届け出を怠ると二

重に加入したままになってしまい、

不都合が生じることになります。

届け出には、年金手帳、会社発行

の健康保険証を持参してください。

■問い合わせ　市民課年金係
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月畑（働 会　場　名 時　　　聞

4メ6
（月）

十日町保健所 10蒔30分～11時30分

吉田集会所 13蒔20分一・13時40分

就業改善センター 歪3時5◎分織嚇10分

高島集会所 14時20分一14時30分

真田小学校 璽時40分～14時50分

名　ヶ幽登館 15蒔の0分～焉時10分

4／7

㈹

捌治公民館 鎗時30分～難時30分

大井馴分館 粥時3⑧分～蟄時30分

赤倉小学校 墨5時O⑪分～15時10分

4／8

㈱

圭新田分館 10時㊤0分～10時20分

下条公民館 10時舗分～縫◎時50分

水瀬集落開発センター 難時◎◎分～11時麺分

東下鰻生活改善センタ解 墨1時艶分～11時40分

新水克雪センター 13時＄0分～13時50分

　●中条公民館 蟄蒔憩分～蝿時5⑪分

上原集会場 15時◎0分～1騨寺20分

市撮体育館 遡時30分～11蒔30分

羽　根　廻　荘 13時30分～13時50分4／10
働 八箇小学校 14時墨0分～14時20分

関根集会所 14時30分～廻時40分

4／13
（翔

水沢公民館 塗0時30分～11時＄0分

馬場集会所 13時20分～14時00分

野中小学校 14時30分～14時40分

4／18㈹ 十臼町保健所 9時3◎分～11時00分

5〆16劇跨 ＋圏町保健所 9時3◎分～11時◎o分

ど　り線一一一一一…一一一…一一一…

おもちゃ図書館
◆4月2日休）・16日休）

◆午前9時30分～11時30分

◆十日町市公民館

100種類を越えるおもちゃで遊ばせ

ながら、出会いと触れ合い、そして、

遊びの楽しさを教えてくだ各い。

また、おもちゃを貸し出しいたし

ますのでご利用ください。

コース 巡回日 昼　　間　　コ　　ー　　ス
，Z群　自動車文庫

一＝P　　　　　曜＝2

』8　　冒『

六　　箇 第1・3
　（月）

野　　　　中

12：50～1：20

野中小学校

珠　　　川
1二50～2：20

珠田分校

田　　　麦
2：50～3二20

六箇小学校

中　　　村
3二30～4：00

六箇農協前

城　之　古
4二10～4二40
南マートアサノヤ

下　　条 第2・4
　（月）

漉　　　　野
12：35～12：55

東下組小学校

下条本町
1：05～1：30

下条小学校

下条中央通り

1：40～2：05

三　好　園

水　　　　口

2：15～2二35

下組分館前

上　新　田
2二45～3二〇5
上新田鎮守様

十日町
第1・3
　（幻

赤　　　倉
rOO～1：30
赤倉小学校

本町6－3
2：00～2：30

子供広場

寿　　　町
2＝40～3＝10

寿北公園

　島
3：20～3二50

住吉公園
巡回日 夜　間　コ　ー　ス

第1・3
　（幻

西　本　町
5：40～6：10
西小学校入口

南新田町
6二20～6二50

市営住宅

四　　日　町
7：00～7：30
大井田保育園川　　治 第2・4

　（幻

池　之　平
1二15～1：45

八箇小学校

北　新　田
2二〇〇～2二30

大清建築前

城　之　古
2：40～3二10

城之古分館

川治中町
3二20～3：50

川治保育所
第2・4
　（幻

谷　内　丑
5：40～6二10

市営住宅

春　日」町
6二20～6二50

春日公園

美　雪　町
7二〇〇～7二30

美雪公園飛　　渡 第1・3
　㈱

焼　　　　野
1二〇〇～1二25

飛一小学校

山　新　田
1：35～2：00

飛二小学校

東枯木又
2二20～2：50
防雪管理センター

新　　　　水

3：30～4二10
飛渡保育園

貿隔陶

　　　　　～難ら撚叡一機
癌利用・くだ港鴨羅

中　　条 第2・4
　㈱

下　　　　町
1二〇〇～1二30

中条小学校

四　　日　町
2二〇〇～2二30
二瓶砂利事業所前

中　　　　町

2：40～3：10
中条駐在所跡地

新　　　座
3：20～3二50
新座保育園

本　町　　7

4：00～4二30
高架下駐車場 目月》

水　　沢 第1・3
　㈹

馬　　　　場

1：00～1二30

馬場小学校

馬　　　　場

1二50～2二20

平　成　園

幸　　　町
2：35～3二〇5
老人ホーム妻有荘

土市第4
3：20～3：50

水沢小学校

大黒沢東
4：00～4：30

大黒沢団地

吉　　田 第2・4
　㈲

吉田山谷
12：20～12二50

宮本警報器

南　鐙　坂
1二〇〇～1：30

鐙島小学校

高　　　島
1：40～2二10

涌井工業前

　鉢
2：20～2：50
真田小学校

名　ケ　山
3二20～3二50
名ヶ山小学校

吉田山谷
4：00～4：30
吉田小学校

自動車文庫

こだま号

難鍵黙
癌利用・くだ港鴨騒
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農振地域計画変更申請を忘れずに
　平成3年度から4年度にかけて農

業振興地域整備計画の見直しをして

いますが、それに伴い農用地区域の

除外や編入の計画変更の申請が次の

とおりになります。なお、受け付け

締め切り後の申請については、今回の

見直しに含めて手続きすることにな

りますので、認可時期は平成5年7

月以降になる見込みです。

■対象となるもの　農用地区域内に

　おいて、住宅・工場・作業場等の

　　自衛冒募集
　防衛庁では、陸・海・空の自衛官

を募集しています。自衛官の規律あ

る団体生活から生まれる協調性、責

任感、根性と教育訓練による技能や

資格が除隊後の就職などにも大いに

役立ちます。

》身分は特別国家公務員〉応募資格

は18歳以上27歳未満の男女》募集は

年間を通じて行っています。

■問い合わせ　市民課（智内線143）

　または、募集事務所（盈0258－33

　－0256）へ。

　建設、駐車場・資材置場等の造成の

　計画があり、その面積が3，000平方

　メートル未満の土地。なお、3，000

　平方メートル以上の変更は今回の

　見直し作業の中に含めて行います。

■申請締め切り　平成4年4月15日

　㈱。見直し期間中における変更（除

　外）申請の受付は、今回が最終に

　なります。

■問い合わせ　農林課農業振興係

　（智内線332、333）へ。

親子で参加を
　県教育委員会と県少年自然の家の

主催で、自然に親しむ親子のつどい

を行います。

■と　き　5月2日佳）・3日（日）

■ところ　新潟県少年自然の家（北

　蒲原郡中条町大字乙大日裏）

■参加対象　小・中学生とその親100

　人（定員に達し次第締め切り）

■参加費　一人当たり2，600円

■申込方法　新潟県少年自然の家

　（盈0254－46－2224）へ、電話で

　申し込んでください。

中小企業主の皆さん

　中小企業向け融資等の制度です。

《設備近代化資金貸付制度》

　利用限度額　100～3，000万円

　償還期間　1年据え置きで4年

　利・　率　無利子（設備購入代金

　　　　　の50％以下）

《設備貸与制度》

　（割賦販売方式）

　利用限度額　100～5，000万円

　償還期間　4年半～7年

　（リース方式）

　利用限度額　100～5，000万円

　償還期問　3年～7年

■問い合わせ　商工観光課商工労政

　係（暦内線231）へ。

薬師プレーランド申し込み

　薬師プレーランド・テニスコート

を平成4年度に定期的に利用したい

人は、下記のように申し込んでくだ

さい。なお、重複する場合は抽選会

を行います。

■申込締め切り　4月10日㈲

■申込・問い合わせ　中条地区公民

館（盈52－2748）へ。

楽しgもうスポー●ツ・つくるう健康 体育課（総合体育館内智52－4377）

毎月第4木曜日は
体育施設無料の日

　毎月第4木曜日は、市民プール・

スポーツハウスを除く市の体育施設

を無料で利用できます。

〈団体による使用〉

■対象施設　市民プール・スポーツ

ハウスを除く体育施設

■受付期間　その月の1日～第3月

　曜日

■申込先　総合体育館

■手続き　申込用紙を提出してく。だ

　さい。重複した場合は第3水曜日

　に抽選会を開きます。

〈個人による使用〉

■対象施設　総合体育館・市民体育

館・陸上競技場・武道館

■受付期間　当日

■申込先　各施設の窓口

4月の体育施設
無料開放日は23日㈱です

■受付期間　4月1日㈱～20日（月）

■抽選日　（許可証交付）4月22日㈱

総合体育館・武道館
利用制限のお知らせ
　十日町織物工業協同組合求評会の

準備・開催のため、総合体育館・武

道館の一部が次の日程で使用できな

くなります。

■総合体育館（アリーナ）　4月6
　日（月）～13日（月）

■柔道場・剣道場　4月7日（幻～13

　日（月）

■空手道場　4月7日（幻～9日㈲

ジュニアソフトテ＝ス

クラブ会員募集
■対象小学3・4年生（男女問

わず）

■練習日　毎週土曜日午後5時30分

～7時30分（第4土曜日を除く）
　　　　　　　　　　一　※4月4日㈹開始

■会　場　市民体育館（学校町1）

■会　費　3，000円（保険料など）

■申し込み　市軟式庭球連盟・湯沢

一彦（本町1盈57－9166）へ。

スイミングスクール

春休み短期水泳教室
■期　日　3月30日（月）～4月4日㈹

■時　間　午前10時30分～正午

■対象幼児、小・中学生（4～14
歳）

■受講料　一般6，500円、会員5，000

円（消費税含む）

■申し込み　十日町体力つくりスイ

　ミングスクール（土市盈58－3343）

へ。（送迎バスを運行しますので、

停留所・時間等は申し込みの際お

尋ねください）

醒璽塾おもなスポーツ行事予定

期日 行事　名 会　場 主催・主管

26（日）

コート開きソフト

テニス大会
信濃川
運動公園

ソフトテ
ニス連盟

郡市硬式卓球
選手権大会

市民体育館 卓球協会

春季会長杯ソフト

ボール大会
信濃川
運動公園

ソフトボ
ール協会

28（幻 新潟県高等学校
春季相撲大会 武道館 相撲連盟

29～
㈱

北信越高校野球
春季地区大会

笹山野球場
総合公園野球場 県高野連

77　と’お．ガ夢3　平成4年3月25日
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蟹寵鰍勲鷺
　地域福祉基金へ＝3月15日現在二

62，987，605円　保坂英郎（土市4・

50万円…香典返し〉郵政省全逓関係

者多数の弔意に深謝して、地域福祉

発展のためにと寄付されました）高

橋和一（大池・7万円）根津昭治（江

道・5万円）藤木哲（中条旭町・5

万円）阿部俊夫（江戸川区・6万円）

　交通遺児等援助基金へ＝3月15日

現在二10，847，852円　博物館友の会

（9，317円）

　社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）農協（75，022円・雪

まつりチャリティー）新潟トヨペッ

ト㈱十日町営業所（14，000円）ナツ

メロ愛好会（5，000円）

　中沢作業所へ＝ナツメロ愛好会（大

塚芳夫会長・90，929円）

　雲仙普賢岳災害義援金へ＝水沢商

工会青年・婦人部（42，346円）

　羽根川荘へ＝中条会（13，700円）

千歳会（1，900円）

　公民館へ＝関口幸恵（宮下町東）

藤ノ木幸恵（本町7－2）佐藤敏夫

（北鐙坂3）高橋隆之（川治中町）

十日町地区婦人会（南雲スミ代表・

湯呑茶碗500個）

　博物館へ＝滝沢栄輔（本町東1）

田中昭治（稲荷町4）保坂邦夫（宮

下町）柳ヨシ（本町6－3）関昌作

（中条島）小川元一（五軒新田）池

田良夫（尾崎）村山満（四日町3）

吉沢登美雄（上町）樋熊博（中条島）

山田桂（水口）村山寅治（岩野）春

日国忠（高田町5）渡辺信井（春日

町2）高野カツ（北新田1）岩田勉（寿

町2）福島良吉（水沢3）野崎三男（土

市1）佐藤勝巳（伊達4）酒井秀政

（吉田山谷）春日定次郎（樽沢）

　特別養護老人ホーム「三好園」へ＝’

中町和男（為永・8万円）小海秀夫

（高田町4・5万円）星野晃（岩野・

2万円他）西野ヨキ（高田町3南・

1万円）藤ノ木友作（稲荷町3東・

1万円）佐藤英二、南雲肇一（四日

町新田2、中村・5，000円）高橋イト

子（西本町1・2，000円）下条商工青

年部会（29，300円）お好み迷店街（下

条・1万円）匿名（5万円）村山隆

義（西浦町東・タオル50本他）小林

一夫（下条栄町・野菜18kg）山田竹

松（新光寺・野菜30kg）藤巻洋子（新

光寺・はがき120枚）関口四郎（昭和

町1・タオル120本）南雲ミチ（下条

本町・お菓子5箱）関建設（上新田・

野菜796kg）若草会（おしぼりタオル

80本）十日町北ロータリークラブ（ス

チール製机・椅子各5台）

一輸車461台分を寄付

　「郡市小学校へ一輸車を贈る会（重

野泰宏会長）」は、3月9日（月）一輸車

461台分（5，532，000円）の目録を丸

山市長に手渡しました。これは㈲十

日町青年会議所が中心となって篤志

家を募って寄付をお願いしていたも

のです。

労働保険の申告・

納付はお旱目に
　平成4年度の労働保険料の申告と

納付の受け付けが、4月1日から5

月15日まで行われています。まだ、

手続きのお済みでない事業主の方は、

できるだけお早目に保険料申告書に

保険料を添えて、最寄りの銀行等に

申告納付してください。

■問い合わせ　十日町労働基準監督

　署（智52－2079）へ。

夕92十日町織物
　　　　総合求評会
　　～色彩の交・響楽～

　4月11日db　午前10時～午後5時

　　12日（日）午前10時～午後3時

　　　　　　総合体育館

4月1日から
育児休業法がスタート

■1歳未満の子を育てる男女雇用労

　働者は

　〉育児休業を申し出ることができ

　ます。〉事業所が設ける勤務時間
　　　　　　　る　の短縮等の措置の適用を申し出る

　ことができます。

■規模が30人以下の事業所は　3年

　間法律の適用が延ばされます。

■問い合わせ　新潟県婦人少年室

（智025－266－0047）

第10回妻有郷縦断
セーフティーラリー

　春の全国交通安全運動が、4月6

日（月）から始まります。郡市内約60km

のコースに設置されたチェックポイ

ントで、運転マナーとクイズを解き

ながら順位を競う楽しいラリーです。

盛りだくさんの賞品を用意してあり

ますので、ご家族そろってご参加く

ださい。

■と　き　4月12日（日）受付：午前

　7時～7時30分
■ところ　市保健センター

■参加費　1台につき1，500円（60台

　で締め切ります）

層申し込み　4月6日（月）までに参加

　費を添えて、田中新聞店（暦52－

　4591）高橋商会（盈57－4374）カ

　ットサロン2011（盈57－2011）サ

　ンステーキ（實57－0919）みゆき

　理容所（盈57－3925）十日町地区

　交通センター（智57－6055）また

　は市総務課（智内線217）へ。
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0交通事故相談　　4月9日㈲
（4月から第2木曜日になりました）

②定例行政相談　　4月10日働

0巡回内職相談　　4月17日働

時間＝午前10時～午後3時

④高齢者職業相談　毎週月曜日

～土曜日　午前9時～午後4

時（土曜正午、第2・4土曜
は除く）

公営住宅入居者募集

■谷内丑市営住宅（鉄筋コンクリー

ト3階建）〉募集＝1戸（6畳2

室、5畳1室、DK）〉家賃＝29，

500円
■新座県営住宅（鉄筋コンクリート

3階建）レ募集＝2戸（6畳1室、

4畳半1室）〉家賃二11，800円

■四日町市営住宅（木造平家建）レ

募集二1戸（6畳1室、4畳半1
室）〉家賃二6，200円（4月1日か
ら）

■申し込み　4月6日（月）までに建設

課建築住宅係（智内線266）へ。

　　■

73　とrお』厚夢3「平成4年3月25日

ヲ随騨巨駆欝
の十日町観光情報　盈57－0500

きものまつり

⑪妻有の民話　　　奮57－0300
4／6～12　ネズミの浄土

4／13～19ムジナのお産

4／20～26三針の国の

　　　　　糸長の長者（上）
4／27～5／3　　　〃　　　（下）

⑪くらしのダイヤル盈025－285－7000

3／30～4／6花粉症をうまくかわす

　　　　コツ
4／6～13　はじめての一人ぐらし

　　　　～訪問販売について～
4／13～20　消費生活相談事例

4／20～27上手にダイエットする

　　　　には
4／27～5／6家庭用手袋の上手な選

　　　　び方
⑪健康テレホン　　奮52－6015
　（夕方5時～翌朝8時30分）

月曜日　便は健康のバロメーター

火曜日　腎透析と腎移植

水曜日　食品添加物について

木曜日　結核について

金～日曜日　女性のためのガン予防

　朗読の勉強会
十日町朗読サークルでは会員を募

集しています。毎月1回勉強会を行

いますが、新年度第1回の勉強会を

4月4日㈹午後1時30分から市公民
館で行いますのでおいでください。

■問い合わせ　数藤洋子（奮57－47

60）へ。
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品　　　名 規　格 希望価格

子供用アルペンスキー スキー140cm
ストック付

3，000円

卓上コン 口 新　品 2，500円

学　　習 机 木　製 15，000円

250ccバイク ホンダ 80，000円

学　　習 机 スチール 相談で

学習机（小学生用） 木　製 〃

水 槽 90　cm 〃

角材4寸角×12尺 10　本 〃

セミダブルベッド 無　料

軽　　自　動
　（三菱ミニカ4ドアXL）

車 色・白、5速

車検1年付
120，000円

ゆずってくださも・…一

温水床マット コロナ 相談で

ノルディック用ウェア ワンピース
小学5年女子

〃

ベビーラック 〃

フードプロセッサー 〃

2段ベツ　ド 〃

そ　ろ　ば　ん 5つ玉 〃

車　　イ　　ス 〃

電動ギヤジベツド 〃

ソ　フ　ア　ー 4人がけ・
1人がけ

〃

自　　転　　車 スポーツタイプ 〃

自転車（3・4歳） 補助車付 〃

ぜ作業停電
東北電力㈱十日町営業所魯52－3107

■4月13日（月）午前9時～11時／本

町7－2・新座3の各一部
■4月22日㈱　午後1時～3時30

分／上新田4の一部

■4月24日㈹　午後1時～4時／小

泉2・3の各一部
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4月乳幼児健康診査’懸

事業名 期日 受付時問 対象児

3歳児健診
隣鍔児1

8日

㈱

午後1時10分

　～1時45分

63年10月
生まれの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診

23日

㈲

午後1時10分

～1時45分

2年10月

生まれの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級

22日

㈱

午後1時10分

～1時30分

3年12月

生まれの乳児

2歳6ヵ月児

身体測定
14日
（幻

午前9時10分

～9時30分

元年10月
生まれの幼児『

10ヵ月児
身体測定

15日

㈱

午前9時30分

～10時30分

3年6月
生まれの乳児

階猛希！

会場は保健センターです

※1歳6ヵ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診

がありますから歯をきれいにみがいて来てく

ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）

※4ヵ月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取

　りに来てください。

※昭和63年11月生まれの幼児の保護者へ

　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。

　5月の健診対象者に検査セット等を送付しま

すので、4月15日を過ぎても届かない人は、保

健衛生課（費57－3111内線138・139）まで連絡

してください。

・4月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター
6・20・27日

の各月曜日
午前9時

　　　～
　　　午後4時

中条公民館 3日働
就業改善センター

9日休）
午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 10日轡 午前9時～午後4時

克雪センター 16日㈲ 午後2時～午後4時

水沢公民館
17日働

午前9時～11時30分

平　成　園 午後1時30分～4時

下条公民館 24日働
午前9時～午後4時

川治公民館 28日（幻

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

がある、などの方は、どうぞご相談を！

※健康手帳をご持参ください。

※住民検診を受け、健康が気になる人もおいで

　ください。

5目（日）至誠堂医院（西浦町東）智52－3276

　　　上村病院（中里村）盈63－2111

12日（日）　大熊内科医院（山本町1）盈52－7066

　　　津南病院（津南町）費65－3161

19日（日）長山医院（津南町）盈66－2877

　　　中条病院（北原）智57－3018

26日（日）山口医院（下条中央通り）盈55－2003

29日㈱大島医院（川原町）智52－2957
（みどりの日）

小児マヒ（ポリオ）生ワクチン投与

■該当する子　1回目…平成3年7

　月1日～12月31日の間に生まれた

　乳児　2回目…平成3年1月1日

　～平成3年6月30日の間に生まれ

　た乳幼児　その他…投与日に4歳

未満で、まだ2回受けていない幼

　児

■投与の方法　6週間以上の間隔で

　2回します。都合により間隔が離

れた場合でも2回受けてください。

■投与を受けられない子　①発熱し

ていたり、著しい栄養障害のある

乳幼児②過去1年以内にけいれん

症状を起こした乳幼児③下痢をし

ている乳幼児④三種混合、二種混

合の予防接種を受けて1週間たた

　ない幼児

ロ投与前の注意　①お子さんの健康

状態をよく知っていて、問診票の

記入ができる人が連れてきてくだ

さい。都合のつかないときは、あ

　らかじめ問診票を保健衛生課に取

　りにきてください。②投与前は、

鯵献血車紗
受付時間二午前10時～正午

　　　　午後1時～3時
全血献血

　14日（幻

　26日（日）

成分献血

　6日（月）

　21日（幻

㈱関芳

㈱ライオン堂

所
所

役
役

市
市

4月の成分献血は定員に達しまし
（　　　　　　　　　　　　）
たので、次回にお願いします

　　　むし歯のないよい歯の子

　　　　2月の3歳児健診を受けた子43名

よい歯の子

塩川結花
根津綾乃
樋口真奈美

富井和真
松村　　龍

丹羽夏美
金澤はるか・

村山由果
　　　　たかし
池田　　大
柳　　　　恵

水落貴士
長谷川むんな
　　　まさ　　き

高野真城
鈴木俊也

　住　所

（宮下町東）

（学校町1）

（神明町）

（稲荷町3北）

（本町1下）

（昭和町1）

（中条上町）

（太子堂）

（妻有町西1）

（麻畑）

（為永）

（大池）
（太田島3）

（馬場第2）

保護者

和
介
文
一

芳
圭
正
雄

実

治
夫
矢
夫
英
生
夫
雄
司

誠
道
芳
信
富
靖
時
国
秀

健康管理に十分注意してください。

③投与日は、朝と昼の体温を計っ

　てきてください。④風邪などで投

与を受けるのが不安なときは、主

治医と相談してきてください。

■持参するもの　①母子健康手帳②

印鑑（印鑑をついた問診票を持参

するときは除く）③市内に住民登

録をしていないときは、住民登録

　をしている市町村から「予防接種

実施依頼書」をもらってきてくだ

　さい。

■受付時問二午後1時45分～2時10分

■会　　場：保健センター

地　匿 期　日

十日町・新座・大井田

中条・吉田・六箇
4月2日休）

川治・下条・水沢 4月3日㈲

予備日（器蟻簾） 4月10日働

※問診票は中条・吉田・下条・水沢の

　各地区公民館にも用意してあります。

　　みくしの話
★ひとり親家庭等医療費助成事業

■対象者　満18歳未満（4月1日現

　在）の児童を扶養しているひとり

　親家庭の父か母とその児童、また

　は両親がいない18歳未満の児童を

　養育している人とその児童（障害

　のある児童は20歳未満）。ただし、

　所得制限があります。

■助成される医療費　医療費の官己

　負担額から、外来1カ月900円、入

　院1日600円を控除した額。

★補聴器相談の時間が変わりました

■と　き　〉毎週月曜日午後2時

　～2時30分　〉毎週金曜日午後3

　時～3時30分
■ところ　社会福祉事務所

★心身障害者のタクシー料金助成

■対象者　①身体障害者手帳を持っ

　ていてその程度が1・2級の人②

　療育手帳を持っていてその程度が

　Aの人

目助成方法　タクシー利用券を1年

分12枚交付します。

■助成額　利用券1ブで520円（小型

　タクシー基本料金　）を助成。

　（超過料金についぐは自己負担）

■問い合わせ　社会福祉事務所援護

係（盈57－3111内線133）へ。

プ4




